
令
和
６
年
１
月
１
日
午
後
４

時
10
分
、
石
川
県
能
登
半
島
を

震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
、
最
大
震
度
７
の
地
震

が
発
生
、
連
隊
は
同
日
午
後
４

時
27
分
に
第
３
種
非
常
勤
務
態

勢
に
移
行
、
翌
１
月
２
日
に
第

10
特
科
連
隊
第
３
大
隊
に
第
１

中
隊
基
幹
（
中
隊
長

３
等
陸

佐

佐
藤
邦
浩
）
を
配
属
し
救

助
隊
59
名
を
石
川
県
輪
島
市
に

派
遣
し
た
。
1
月
３
日
現
地
に

到
着
し
た
救
助
隊
は
即
座
に
活

動
準
備
及
び
情
報
収
集
を
行
い

１
月
４
日
に
は
石
川
県
輪
島
市

町
野
町
を
活
動
地
域
と
し
た
人

命
救
援
活
動
を
開
始
、
警
察
及

び
消
防
と
連
携
し
生
存
者
及
び

安
否
不
明
者
の
救
出
を
実
施
し

た
。
１
月
７
日
か
ら
即
応
予
備

自
衛
官
90
名
を
招
集
、
重
迫
撃

砲
中
隊
基
幹
（
中
隊
長

３
等

陸
佐

長
井
雅
樹
）
に
よ
る
生

活
物
資
の
仕
分
け
作
業
及
び
物

資
輸
送
を
開
始
、
常
備
自
衛
官

と
即
応
予
備
自
衛
官
が
一
体
と

な
っ
て
任
務
を
遂
行
し
た
。

（１） ４９普連広報紙「よくゆく」 第１６３号 令和６年 ４月 ５日発行

私
は
即
応
予
備
自
衛
官
（
以
下
「
即
自

」
）
六
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
能
登

半
島
地
震
に
よ
る
災
害
派
遣
は
、
即
自
と

し
て
二
度
目
の
災
害
派
遣
と
な
り
ま
す
。

一
度
目
は
、
私
が
即
自
に
な
っ
た
ば
か
り

の
平
成
三
十
年
七
月
西
日
本
豪
雨
災
害
の

時
で
し
た
。

前
回
に
続
き
、
今
回
の
災
害
派
遣
に
参

加
し
て
思
っ
た
事
は
、
災
害
派
遣
後
速
や

か
に
招
集
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
被

災
地
で
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

『
日
頃
の
心
掛
け
』
が
い
か
に
大
切
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
ず
、
何
時
か
か
る

か
分
か
ら
な
い
招
集
に
備
え
て
、
日
頃
か

ら
業
務
を
適
正
に
管
理
す
る
事
は
と
て
も

重
要
で
す
。
私
の
場
合
は
個
人
事
務
所
を

経
営
し
て
お
り
、
仕
事
に
遅
れ
が
出
ま
す

と
顧
客
に
営
業
上
の
損
失
を
与
え
ま
す
。

営
業
許
可
を
取
得
す
る
の
が
遅
れ
た
り
、

許
可
の
更
新
を
逸
し
た
り
す
る
と
、
顧
客

は
そ
の
期
間
業
務
を
で
き
な
く
な
る
か
ら

で
す
。

次
に
、
災
害
派
遣
に
お
い
て
『
基
礎
体

力
と
体
調
管
理
』
は
必
須
で
す
。
そ
れ
ら

が
欠
け
る
と
、
被
災
地
に
お
け
る
部
隊
か

ら
の
要
請
に
充
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は

日
頃
か
ら
体
力
の
維
持
向
上
に
努
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
健
康
管
理
に
も
留

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
私
た
ち
の
災
害
派
遣
活
動
の

背
景
に
は
家
族
や
顧
客
、
友
人
な
ど
多
く

の
人
の
支
援
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
日
常
の
業
務
と
訓
練
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

崩壊道路を物資輸送 海岸沿いを物資輸送物資の仕分け

輪島市町野町情 報 収 集

ヘリによる人命救助

物資をリレー運搬

広報紙

ホームページアドレス： http://www.mod.go.jp/gsdf/mae/macb/49i/index.htm
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重迫撃砲中隊長
田中１尉
【統率方針】

「最優先」
【要望事項】

「太陽のように明るく」「感謝無敵」

に
置
き
換
え
信
じ
て
ま
し
た
。
逆
に
や
り
た
い
事

と
出
来
る
事
の
違
い
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て

個
人
と
し
て
出
来
る
事
の
見
極
め
が
出
来
た
の
で

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
拠
点

や
前
線
に
物
資
輸
送
し
た
り
、
い
つ
飛
ん
で
く
る

か
分
か
ら
な
い
砲
弾
等
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
ま

た
地
震
発
生
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
を
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ま
し
た
。
今
回
自
分
の
仕
事
が

活
か
せ
る
方
向
を
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
見
い

だ
せ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
普
段
は
盆
踊
り
イ

ベ
ン
ト
や
福
祉
施
設
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し

て
い
る
の
で
そ
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
避
難
所
を
周

り
体
操
や
気
分
転
換
に
な
る
よ
う
被
災
者
を
少
し

で
も
元
気
づ
け
た
い
で
す
。

令
和
６
年
３
月
１
８
日
付
で
第
８
代
連
隊
最
先

任
上
級
曹
長
を
拝
命
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２
年
に
入
隊
、
35
普
連
（
守
山
）
、
コ
ア

普
通
科
連
隊
準
備
隊
（
豊
川
）
、
そ
し
て
49
普
連

に
お
い
て
、
通
信
陸
曹
、
訓
練
准
尉
、
３
科
運
用

訓
練
陸
曹
、
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
、
平
成
16
年

新
編
以
来
、
約
20
年
間
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ア
普
通
科
連
隊
で
あ
る
我
が
連
隊
は
、
骨
幹

で
あ
る
常
備
自
衛
官
と
普
段
は
、
企
業
戦
士
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
即
応
予
備
自
衛
官
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
つ

い
て
は
、
年
間
最
大
30
日
間
と
い
う
少
な
い
訓
練

日
数
で
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
し
、
練
度
の
維

持
・
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
即
応
予
備
自

衛
官
を
直
接
指
導
す
る
立
場
で
あ
る
常
備
自
衛
官

の
成
長
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
無
限
の
錬
磨
」
、

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
」
を
具
現
化
す

る
た
め
に
、
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
常
備
自
衛

官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の
准
曹
士
の
先
頭
に
立

ち
、
こ
の
崇
高
な
職
務
に
上
番
で
き
る
こ
と
に

「
感
謝
」
を
し
、
連
隊
の
伝
統
の
継
承
及
び
任
務

達
成
の
為
に
、
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
が
能
登
半
島
地
震
災
害
派
遣
に
参
加
し
た
動

機
で
す
が
、
現
職
時
に
阪
神
大
震
災
の
災
害
派

遣
で
の
人
命
救
助
で
、
多
く
の
命
を
助
け
ら
れ

な
か
っ
た
為
そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
１
人
で
も

多
く
の
被
災
者
を
助
け
た
い
と
思
っ
て
志
願
し

ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
ビ
ル
や
家
屋
の
倒
壊
は
、

今
で
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
て
今
回
の
地
震
も

同
じ
よ
う
な
光
景
で
胸
が
苦
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
私
は
即
応
予
備
自
衛
官
で
あ
る
以
上

国
民
の
命
を
守
る
と
い
う
強
い
意
識
を
も
っ
て

任
務
を
全
う
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

第５中隊長
早川１尉

【要望事項】

「やるときはやる」
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ま
ず
、
本
懐
を
遂
げ
る
事
が
で
き
た
事
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
初
め
て
行
っ

て
み
て
今
回
の
災
害
派
遣
が
い
か
に
難
航
す
る

か
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
能
登
半
島
の
特
殊

な
地
形
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
数
値
に
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
１
７
年
前
の
門
前
を

襲
っ
た
地
震
も
同
じ
規
模
で
道
が
壊
れ
、
崖
が

崩
れ
、
家
が
倒
壊
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
死
者
が

１
名
だ
っ
た
こ
と
、
地
震
発
生
か
ら
一
週
間
で

家
屋
に
赤
札
が
貼
ら
れ
次
の
一
週
間
御
後
に
は
、

更
地
に
な
っ
た
穴
水
駅
前
の
整
っ
た
光
景
を
見

て
い
る
の
で
、
今
回
15
日
に
出
頭
し
そ
の
目
で

見
た
も
の
と
比
較
す
る
も
の
が
自
分
の
中
に
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
即
応
予
備
自
衛
官
だ
か
ら

で
き
る
支
援
が
自
分
に
も
あ
る
は
ず
と
信
じ
て

望
み
、
実
際
そ
の
支
援
に
対
し
て
の
大
小
に
こ

だ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
指
示
さ
れ
た

任
務
を
全
力
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
待
機
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
自
分
た
ち
が
い

る
か
ら
前
線
の
方
々
が
動
け
る
と
こ
れ
が
防
衛

私
は
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま

で
石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
国
立
病
院
機
構
金
沢
医

療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
医
療

連
携
係
長
と
し
て
石
川
県
の
各
医
療
機
関
円
滑
な

連
携
が
で
き
る
よ
う
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く

為
に
石
川
県
内
の
医
療
機
関
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
石
川
県
の
自
然
・
文
化
に
触
れ
て
石
川

県
が
大
好
き
に
な
り
愛
着
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
大
好
き
な
石
川
県
で
災
害
が
発
生
し

て
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
に
心
に
痛
め
て

い
ま
し
た
。
今
回
災
害
派
遣
の
応
召
確
認
メ
ー
ル

が
届
き
１
日
で
も
早
い
復
興
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
貢
献
し
た
い
、
被
災
し
た
方
々
を
勇
気
づ
け
た

い
思
い
か
ら
今
回
災
害
派
遣
を
志
願
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
２
月
に
自
宅
が
延
焼
被
害
に
よ
り
全

焼
し
ま
し
た
。
小
さ
な
災
害
で
し
た
が
絶
望
感
に

苛
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
周
り
の
方
や
見
ず
知
ら

ず
の
方
も
含
め
た
人
に
温
か
い
支
援
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
次
は
私
が
ご
恩
返
し
を

被
災
者
の
方
を
励
ま
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

第２中隊長
友田１尉
【統率方針】

「任務の完遂」
【要望事項】

「自ら考え判断し行動せよ」

下番最先任塩原准尉

上番最先任安田准尉



（３） ４９普連広報紙「よくゆく」 第１６３号 令和６年 ４月 ５日発行

20周年記念式典

観閲行進

巡 閲

国旗に敬礼

令
和
６
年
３
月
31
日
に
豊
川
駐

屯
地
に
お
い
て
連
隊
創
隊
20
周
年

行
事
を
連
隊
後
援
会
・
連
隊
Ｏ
Ｂ

会
・
隊
員
家
族
を
招
待
し
て
盛
大

に
実
施
し
た
。
午
前
に
は
記
念
式

典
・
観
閲
行
進
、
午
後
か
ら
は
祝

賀
会
食
・
装
備
品
展
示
・
体
験
試

乗
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
三
河
陣

太
鼓
・
ビ
ン
ゴ
大
会
）
を
実
施
、

最
後
は
副
連
隊
長
（
２
等
陸
佐

坪
井

紀
樹
）
に
よ
る
万
歳
三
唱

を
も
っ
て
行
事
を
締
め
く
く
っ
た
。



連
隊
本
部

１
尉

田
中

太
朗

同

２
尉

野
﨑

勇
一

本
部
管
理
中
隊

２
曹

後
藤

靖

第
１
中
隊

２
曹

森
杉

伸
一

第
２
中
隊

1
尉

松
浦

逸
起

同

２
曹

二
階

充
貴

第
４
中
隊

２
曹

倉
知

真
貴

第
５
中
隊

３
佐

菊
田

光
祐

重
迫
中
隊

３
佐

長
井

雅
樹

第
２
中
隊

１
尉

古
川

淳
滋

第
３
中
隊

１
曹

駒
田

秀
作
（
35
普
連
・
守
山
へ
）

２
曹

大
塚

明
宏
（
板
妻
駐
業
・
板
妻
へ
）

第
４
中
隊

２
曹

倉
知

真
貴
（
春
日
井
駐
業
・
春
日
井
へ
）

第
５
中
隊

３
佐

菊
田

光
祐
（
幹
候
校
・
前
川
原
へ
）

２
曹

尾
﨑

一
弥
（
高
工
校
・
武
山
へ
）

重
迫
撃
砲
中
隊

1
曹

成
瀬

貴
久
（
10
後
支
付
・
春
日
井
へ
）

２
曹

小
野

智
嗣
（
47
普
連
・
海
田
市
へ
）

連
隊
本
部
へ

２
佐

坪
井

紀
樹
（
中
方
総
監
部
・
伊
丹
か
ら
）

本
部
管
理
中
隊
へ

曹
長

増
井

慎
也
（
装
実
隊
・
富
士
か
ら
）

第
１
中
隊
へ

１
尉

小
田

聡
司
（
４
曹
教
・
大
津
か
ら
）

２
曹

津
田

章
成
（
豊
川
駐
業
・
豊
川
か
ら
）

２
曹

小
谷
内

納
（
７
普
連
・
福
知
山
か
ら
）

２
曹

井
上

明
広
（
評
支
隊
・
滝
ヶ
原
か
ら
）

３
曹

田
口

隼
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）

３
曹

北
方

星
悟
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）

第
２
中
隊
へ

１
尉

友
田

進
（
中
方
総
監
部
・
伊
丹
か
ら
）

２
曹

小
坂

訓
史
（
36
普
連
・
伊
丹
か
ら
）

３
曹

来
光

直
樹
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）

第
３
中
隊
へ

１
曹

片
渕

広
樹
（
40
普
連
・
小
倉
か
ら
）

２
曹

本
井

純
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）

３
曹

野
久
保

峻
介
（
35
普
連
・
守
山
か
ら
）

第
４
中
隊
へ

２
曹

池
ノ
上

祐
紀
（
35
普
連
・
守
山
か
ら
）

第
５
中
隊
へ

３
曹

谷
口

大
悟
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

３
曹

渡

幸
一
郎
（
14
普
連
・
金
沢
か
ら
）
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新指揮官・幕僚紹介

連
隊
本
部
へ

３
佐

長
井

雅
樹
（
重
迫
中
か
ら
）

１
尉

松
浦

逸
起
（
２
中
か
ら
）

３
尉

濵

大
輔
（
重
迫
中
か
ら
）

准
尉

安
田

勝
之
（
３
中
か
ら
）

本
部
管
理
中
隊
へ

２
曹

鈴
木

秀
征
（
２
中
か
ら
）

２
曹

菅
野

正
人
（
３
中
か
ら
）

２
曹

金
丸

勇
作
（
５
中
か
ら
）

３
曹

駒
田

信
市
（
２
中
か
ら
）

第
２
中
隊
へ

２
尉

河
附

里
志
（
４
中
か
ら
）

第
５
中
隊
へ

１
曹

山
道

一
仁
（
本
管
中
か
ら
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

１
尉

田
中

太
朗
（
連
本
か
ら
）

曹
長

田
口

勝
己
（
本
管
中
か
ら
）

混

成

団

長

表

彰

連

隊

長

表

彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

副
連
隊
長

有
馬
2
佐

は
、
3
月
15
日
（
応
募
認

定
）
に
よ
り
１
等
陸
佐
に

特
別
昇
任
し
、
豊
川
駐
屯

地
を
後
に
し
た
。

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

本
部
管
理
中
隊

１
曹

山
道

一
仁

同

２
曹

久
保
井

和
親

連
隊
本
部

１
尉

山
下

靖
治
（
豊
川
駐
業
・
豊
川
へ
）

２
尉

野
﨑

勇
一
（
静
岡
地
本
へ
）

准
尉

塩
原

貴
弘
（
守
山
駐
業
・
守
山
へ
）

本
部
管
理
中
隊

１
曹

竹
田

真
紀
（
愛
知
地
本
へ
）

２
曹

久
保
井

和
親
（
35
普
連
・
守
山
へ
）

第
１
中
隊

１
曹

渡
久
地

順
（
35
普
連
・
守
山
へ
）

１
曹

久
松

超
（
37
普
連
・
信
太
山
へ
）

２
曹

森
杉

伸
一
（
36
普
連
・
伊
丹
へ
）

２
曹

木
下

裕
揮
（
14
普
連
・
金
沢
へ
）

２
曹

林

大
地
（
35
普
連
・
守
山
へ
）

第
２
中
隊

１
尉

古
川

淳
滋
（
水
機
団
・
大
村
へ
）
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